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株式会社ガスパル （単位：千円）

科　　　　　目 金　　　　額 科　　　　　目 金　　　　額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流動資産 6,211,212 流動負債 3,617,990 

　　現金及び預金 2,454,931 　　買掛金 1,240,433 

　　売掛金 2,436,796 　　リース債務 127,882 

　　未収入金及び未収収益 592,167 　　未払金及び未払費用 1,150,390 

　　製商品及び仕掛品 311,171 　　未払法人税等 287,916 

　　原材料及び貯蔵品 91,547 　　前受金 15,644 

　　その他 324,598 　　預り金 57,760 

固定資産 14,336,348 　　賞与引当金 670,298 

　有形固定資産 10,759,695 　　株式給付引当金 67,664 

　　建物及び構築物 8,756,012 固定負債 2,378,920 

　　機械装置 1,345,905 　　リース債務 281,615 

　　工具器具備品 49,104 　　役員退職慰労引当金 19,140 

　　リース資産 403,783 　　株式給付引当金 94,456 

　　建設仮勘定 53,526 　　リース解約引当金 191,808 

　　土地 151,363 　　資産除去債務 1,791,900 

　無形固定資産 303,438 

　　ソフトウェア 251,226 負 債 合 計 5,996,911 

　　ソフトウェア仮勘定 28,300 （ 純 資 産 の 部 ）

　　地上権 21,250 株主資本 14,550,649 

　　その他 2,662 　資本金 120,000 

　投資その他の資産 3,273,213 　資本剰余金 875,000 

　　関係会社株式 639,000 　　資本準備金 875,000 

　　関係会社長期貸付金 823,155 　利益剰余金 13,555,649 

　　長期前払費用 650,324 　　その他利益剰余金 13,555,649 

　　前払年金費用 120,061 　　　繰越利益剰余金 13,555,649 

　　差入保証金 121,150 

　　繰延税金資産 919,523 純 資 産 合 計 14,550,649 

資 産 合 計 20,547,560 負債・純資産合計 20,547,560 

（注）記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

貸　借　対　照　表
（令和5年3月31日現在）
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個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　(1) 資産の評価基準及び評価方法

　　 ① たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　　商品　　　　　　　　　最終仕入原価法による低価法

　　　　　仕掛品　　　　　　　　個別法による原価法

　　　　　貯蔵品　　　　　　　　個別法による原価法

　(2) 固定資産の減価償却の方法

　　 ① 有形固定資産　　　　　　定率法

　　　　（リース資産を除く）　　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）

　　　　　　　　　　　　　　　　並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物に

　　　　　　　　　　　　　　　　ついては、定額法を採用しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　建物　　　　　　　　　８～15年

　　　　　　　　　　　　　　　　　構築物　　　　　　　　８～10年

　　　　　　　　　　　　　　　　　工具器具備品　　　　　２～20年

　　　　　　　　　　　　　　　　　機械装置　　　　　　　17年

　　 ② 無形固定資産　　　　　　定額法

　　　　（リース資産を除く）　　なお、主な耐用年数は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　自社利用のソフトウェア　　５年

　　 ③ リース資産　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用して

　　　　　　　　　　　　　　　　おります。

　(3) 引当金の計上基準

　　 ① 賞与引当金　　　　　　　従業員の賞与の支給に充当するため、支給見込額を計上しておりま

　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　　 ② 退職給付引当金　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債

　　　　　　　　　　　　　　　　務（及び年金資産）の見込額に基づき計上しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一

　　　　　　　　　　　　　　　　定の年数（８年）による定額法により費用処理しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　数理計算上の差異は、各事業年度における発生時の従業員の平均残

　　　　　　　　　　　　　　　　存勤務期間以内の一定の年数（８年）による定率法により按分した

　　　　　　　　　　　　　　　　額を、発生した事業年度から損益処理しております。

　　 ③ 役員退職慰労引当金　　　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給見

　　　　　　　　　　　　　　　　込額を計上しております。

　　 ④ 株式給付引当金　　　　　株式給付規定に基づく従業員の親会社（大東建託株式会社）株式の

　　　　　　　　　　　　　　　　給付に備えるため、給付見込額のうち当事業年度に負担すべき額を

　　　　　　　　　　　　　　　　計上しております。

　　 ⑤ リース解約引当金　　　　NCU端末回線のFOMAサービス終了に伴い発生するリース解約金に備え

　　　　　　　　　　　　　　　　るため、更改計画に基づき2026年4月1日以降の未経過リース料相当

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上しております。

　(4) 収益及び費用の計上基準

　　 ① ガス事業売上高　　　　　　　　検針基準

　　 ② 完成工事高及び完成工事原価　　工事完成基準

　(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　　 ① 消費税等の会計処理　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　　 ② 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

２．当期純損益金額

　　 当期純利益　　　　　　 　　3,374,164千円
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